
R.7年6月度 安全衛生協議会
&

OSUMI NEWS
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■ 藤田代表取締役より一言
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■  6月度 安全目標

①躓き・転倒災害の防止
②熱中症災害対策の徹底
③無理な動作による災害の防止

・6月の安全衛生行事

●全国安全週間準備期間(6月1日～6月30日)
●STOP熱中症クールワークキャンペーン(5月1日～9月30日)
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■ ヒヤリハット報告
・養老川の現場で足場上の手すりを組立中まだクランプのナット

を締めていないのに手すりを足場代わりにしていた作業員がい

たのでヒヤリとした。（Ｈ社/養老川）

【改善・対策】

・すぐに声を掛けて降りてもらいクランプのナットを締め、手すりを足場代わり

 にするのをやめるよう指導した。

【コメント】

・足場の組立・解体中は表示をすること、用途外使用はしないこと

を徹底して下さい。
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■ 安全環境部より



■ 海事部より 【災害事例から学ぶ】
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・ケーソン上で吊筋に躓き転倒、顔面をケーソン
側壁天端に打ちつけて負傷した。
(下顎切創、下顎擦過傷：不休)

・現地で打合せ後、足元の吊筋を認識せず
あるきだした。

・作業場所の危険箇所における注意喚起が
不十分だった。

・吊筋に近寄らない、跨ごうとしない。
・蓋ブロックを設置後に 位置を囲うようにスプレー等
で塗装、 化する。

・朝礼時安全指示や危険予知活動で作業場所における危険性
の注意喚起を行う。

【概要】※躓き・転倒によるヒヤリ

【原因】

【対策】

吊筋
見える



■ 工事部より 【災害事例から学ぶ】
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・鳶工が外部足場組立中に梱包してあった
足場材に乗った際、足を捻った。
(左足関節靭帯断裂：不休)

・アンチを運ぶ際、近道をしようとして資材の上を
歩いた。

・日本に来て間もない技能実習生の為、経験が浅く
危険を軽視していた。

・作業前に区画や作業通路の確認を行っていなかった。

【概要】※無理な動作によるヒヤリ

【原因】

【対策】

近道

立入禁止

・ 行動の禁止を周知する。
・技能実習生に対する声掛け、作業内容や危険の
ポイントを理解してるか確認を行う。

・作業開始前に 区画と作業動線の確認を行う。



■ 総務部より
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■ 新入社員紹介
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■ 周知・依頼事項
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それでは皆様ご安全に！！！
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現場で怪我をした際は、「直ちに正確な事実を」報告して下さ
い。

時間がたってからの報告は労災認定が得られず、様々な補償が
受けられなくなる可能性があります。

また、虚偽の報告は犯罪行為となり罰則が科されます。自分の
身を守るためにも、「直ちに正確な事実を」報告しましょう。
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